
 

317 

 

別添 4 

 
令和４年度労災疾病臨床研究事業費補助金 

「過労死等の実態解明と防止対策に関する総合的な労働安全衛生研究」 

分担研究報告書（疫学研究） 

 

交替勤務に従事する介護労働者を対象とした勤怠スケジューラーによる 

介入調査の予備的解析 
 

研究分担者 久保智英 独立行政法人労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所 

過労死等防止調査研究センター・上席研究員 

 

＜研究要旨＞ 

【目的】労働現場からの働きやすい交替勤務シフトのニーズを反映させた勤怠スケジューラー

により自動作成されたシフトと、シフト管理者によって手動作成されたシフトで働いた際の疲労

やストレスを比較することが本研究の目的である。 

【方法】35 名の交替勤務に従事する介護労働者が本調査に参加した。4 か月間の調査期間

中、2 か月間の介入条件及び統制条件をクロスオーバーデザインによって全参加者が経験し

た。調査前の職場の疲労カウンセリングにより、現場の介護労働者をヒアリング調査して、疲労

回復に望ましい交替勤務シフトの諸条件を抽出した。介入条件では、勤怠スケジューラーにヒ

アリング調査の結果を反映させてシフト作成を行った。統制条件では従来通り、シフト管理者が

手動でシフトを作成した。測定項目は勤怠データ、指輪型生体デバイスによる睡眠指標、血圧

測定、主観指標、疲労測定アプリによる反応時間検査等であった。 

【結果】シフト管理者が手動作成したシフトで働いた際と AI による自動作成でのシフトで働いた

際の疲労、ストレス、眠気を比較した結果、有意差は検出されなかったものの、自動作成でのシ

フトにおいて眠気が低い傾向が観察された。 

【考察】勤怠スケジューラーによって自動作成されたシフトでは、とりわけ眠気の軽減に効果が

あるように見えたが、本調査は現在、実施中なので AI を活用した勤怠スケジューラーの効果検

証は客観的な指標等も含めた全てのデータが揃ってからになる。 

【この研究から分かったこと】AI を活用した勤怠スケジューラーによって自動作成された交替勤

務シフトは交替勤務に従事する介護労働者の負担軽減に貢献できる可能性がうかがえるもの

の、現在は調査途中なので、その効果の最終的な検証は調査終了時にて行うこととする。 
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Ａ．目的 

夜勤・交替制勤務は他の勤務形態に比べ

て健康に有害であることは、これまでも指摘さ

れてきた。例えば、夜勤・交替制勤務に長期

的に従事することは発がん性 1)や、Ⅱ型糖尿

病 2)のリスクを高めること等が指摘されてきた。

さらに、最近では長年、夜勤・交替制勤務に従

事することで認知機能の低下が生じることや、

その回復には退職してから少なくとも数年はか

かることも示唆されている 3)。しかし、交替勤務

に従事する看護師を対象とした研究は多くあ

るものの、介護労働者を対象とした研究は限ら

れている。特に介護現場の交替勤務は 16 時

間もの長時間夜勤を採用している事業場が多
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いことから、夜勤による健康影響が懸念される。 

そこで、交替勤務に従事する介護労働者の

交替勤務による負担軽減を目的として、安衛

研と株式会社サインキューブによって昨年度、

従来のシフト表を AI のアルゴリズムによって自

動作成を行う勤怠スケジューラー（以下、シン

クロシフト）を開発した。シンクロシフトでは、シ

フト表の自動作成に加えて、他社の勤怠打刻

システムの勤怠実績データと指輪型生体デバ

イスから取得したデータを連携させることが可

能となっている。 

それにより、交替勤務に従事する介護労働

者を対象にして、シンクロシフトによって自動

的に作成された勤務シフトと、従来通り、シフト

管理者によって手動作成されたシフトで働い

た際の疲労や睡眠への効果をクロスオーバー

デザインの介入調査によって検証することが

本研究の目的である。なお、本研究で実施す

る介入シフトは、調査前に現場の介護労働者

20 名を対象に実施した職場の疲労カウンセリ

ングによって抽出された疲労回復に望ましい

勤務シフトの諸条件を反映させたものである。 

 

Ｂ．方法 

1. 参加者 

調査参加者は、1）研究の意義や不利益無

しに調査を途中辞退できることを理解した者、

2）20 歳代から 60 歳までの者、3）現在、睡眠

障害等の疾病に罹患していない者、4）調査期

間中、交替勤務に従事している者を条件とし

て希望者から選定した。その結果、交替勤務

に従事する介護労働者 35 名が本調査に参加

した（内 10 名は男性）。その他の情報の平均

値と標準偏差は年齢；41.1±12.9 歳、経験年

数；10.2±5.9 年、BMI；23.6±4.4 であった。本

研究は研究所の研究倫理審査委員会による

承認を受けて実施された（2022N08）。加えて、

本研究が介入研究であることから、UMIN 臨床

試験登録システムにも登録して実施された

（UMIN000048495）。 

2. 介入シフトの諸条件 

ヒアリング調査から抽出された疲労回復に望

ましいシフトの条件は下記の通りである。これら

の条件は勤怠スケジューラー（シンクロシフト，

株式会社サインキューブ）に反映されて、交替

勤務シフトが自動作成される。 

1）勤務間インターバルの確保 

「夜勤→明け→休日」から「夜勤→明け→休

 
図１．調査スケジュール 
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日→休日」 

「遅番→夜勤」（21 時間）から「早番→夜番

（24 時間） 

「早番→早番」（15 時間）から「早番→遅番」

（18 時間） 

2）連続勤務の制限 

日勤は 4 連続まで 

早番と遅番は 3 連続まで  

3）夜勤明けの休日回数 

夜勤の場合：4 勤 2 休 

早番 2 連続まで 

4）逆循環シフトの回避 

遅番→早番などを避けて出来るだけ正循環

（早番→日勤→遅番） 

なお、各勤務の代表的な時間帯は下記の

通りであった。日勤（8：00-17：00）、早番（6：

00-15：00）、遅番（11：00-15：00）、夜勤（16：

00-10：00）。 

3. 調査スケジュール 

調査スケジュールを図１に示した。調査は介

入条件、統制条件をそれぞれ 2 か月間として

計 4 か月間の調査期間を設定した。その間、

介入条件を先行して実施する A 施設と、後半

に実施する B 施設に分けたクロスオーバーデ

ザインによって調査は行われた。勤怠データ、

指輪型生体デバイス、血圧は 4 か月間連続し

て測定した。疲労ＷＥＢ調査票は月末に計 5

回配信し、反応時間検査等の疲労測定アプリ

「疲労 checker」は 2 か月間ある介入条件、ある

いは統制条件の最後の 2 週間に測定するスケ

ジュールであった。なお、参加者は自身がどち

らの条件に参加しているのかは盲検化されず

に明示されていた。 

4. 測定項目 

1）勤怠データ 

各参加者のスマートフォン上で打刻された

情報をもとに労働時間が算出された。 

2）指輪型生体デバイス 

各参加者のスマートフォンと連動して起動す

る指輪型生体デバイス（Oura  Ring ；Oura 

Health Oy 社）を用いて、睡眠指標（徐波睡眠

や REM 睡眠、中途覚醒、入眠潜時、睡眠効

率等）とともに体温、心拍、心拍変動、活動量、

酸素飽和度（SPO2）、消費カロリーのデータを

取得した。 

3）血圧 

自律神経系の測定のために血圧測定（シチ

ズン電子血圧計（CHD701））を行った。測定は

職場の休憩室等に設置して、各自が勤務終了

後に行った。 

4）疲労 WEB 調査票 

Googleフォームを活用して各自のスマートフ

ォンから回答を依頼した。調査票は疲労やスト

レス、睡眠に関する既存尺度である Vital 

Exhaustion 尺度等であった。 

5）疲労 checker 

5 分 間 の 反 応 時 間 検 査 （ Psychomotor 

Vigilance Task; PVT）、疲労や眠気の Visual 

Analogue Scale、PVT のパフォーマンス自己評

価を測定した。 

 
 

図 2．疲労、ストレス、眠気の視点からのシフトへの評価 
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6）シフトへの評価 

従来のシフト管理者が手動作成したシフトと、

シンクロシフトによって自動作成されたシフトで

働いた際の疲労やストレス、眠気等に関して自

己評価を Google フォームによって測定した。

評価は「全く高くない（１点）、あまり高くない（2

点）、まあまあ高い（3 点）、非常に高い（4 点）」

の四件法で尋ねた。 

5. データ解析の方法 

シフトへの評価に関して対応のある検定を

実施した。 

 

Ｃ．結果 

現在、調査を実施中ということもあり、主な結

果を下記に報告することとする。 

1. シフトへの評価結果 

現時点までにＡＩを活用したシンクロシフトに

よって自動作成されたシフトで働いた 14 名（1

名は部署が変更になった為、欠損データとし

て取り扱った）を分析対象とした。従来の手動

作成でのシフトとＡＩで自動作成されたシフトで

の疲労、ストレス、眠気の結果を図2に示した。

疲労とストレスに関して大きな差は見られなか

ったものの、眠気に関してはＡＩ自動作成の方

が中央値 2.0 点で手動作成の 2.5 点よりも若

干、低くなっている傾向が見られた。しかし、ウ

ィルコクソンの符号付き順位検定を用いて検

定した結果、疲労（p = 1.000）、ストレス（p = 

0.317）、眠気（p = 0.180）はいずれも有意差は

検出されなかった。 

 

Ｄ．考察 

本研究は、介護労働の負担軽減のために、

ＡＩを活用したシンクロシフトによって自動作成

された交替勤務シフトで働いた際の疲労関連

指標への効果を検証することが目的である。し

かし、現時点では調査実施中で全てのデータ

が揃っていない為、経過報告として現時点ま

でに収集できたデータの解析を行った。その

結果、眠気に関して従来の手動作成に比べて、

ＡＩによる自動作成によるシフトでは低い傾向

がうかがえるものの、統計的な有意差は検出さ

れなかった。統計的な有意性が検出されなか

った要因としては全参加者のデータを解析で

きなかったことも考えられる。したがって、今後

の調査終了時を待って、全てのデータを用い

て同様の分析を行うとともに、他の客観的な指

標も合わせて総合的に検討を行う。 

Ｅ．結論 

本研究では、AＩを活用した勤怠スケジュー

ラーによって交替勤務シフトが自動作成された

場合と、従来通り、手動作成された場合での疲

労や睡眠、ストレスを 4 か月の介入調査手法で

検討することが目的である。現時点では調査

を実施中であり、全てのデータが揃っておらず

明確な結果は得られなかったため、引き続き、

データの収集を完全に終えてから追加の解析

を行うこととする。 
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